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祭りと共にある風景
Scenery coexist with festival
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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　For this plan, we will focus on the core and representative festival of Hakata, the Hakata Gion 
Yamakasa Festival, and its headquarters, the Kushida shrine. By proposing architecture which can 
blend in with the local scenery surrounding this shrine and coexist with the festival, we will work 
to revive the characteristic community of Hakata. 
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１．設計背景・概要
　福岡県博多区。今日の商都・博多は古来から大陸から人や物
資を受け入れ、日本とアジアを結ぶ交通の要所として栄えてき
た。しかしながら、博多には長い間政治権力がそこに居を構え
たことはなかった。武力を持たない博多の町はたびたび戦火に
見舞われたが博多は度重なる復興を続けてきた。その復興の背
景にあったのが華美になる祭であると考える。そこに存在する
のは博多ならではの祭りによる強い固有なコミュニティーであ
り、「博多らしさ」である。しかしながら都市化していくなか
で地元の祭り参加者は減り、人々がその「博多らしさ」を手放
しつつある今、一石を投じる何かが必要であると考える。
そこで本設計では、博多の求心点であり、博多を最も代表する
祭り・博多祇園山笠の総本山である櫛田神社の周りに、祭りと
共に共存する風景となりえる建築を提案することで博多の固有
なコミュニティーの在り方を再興していく。
2. 商都・博多
博多が都市として発展したのは，平安末，平清盛の時代である。
国内外の複数の地点を同一の宗教意識で結んだこの時代の僧院
は，いまの商社のように，情報と物資と人間をそのネットワー
ク上で動かしていたのであり，博多はかれらが活躍する最前線
の活動拠点であった。
 博多がさらなる発展をしたのは，室町時代のことである。西国
の守護大名である防州大内氏や豊後大友氏は，自らの勢力を拡
大するためにも対中貿易に力を入れ，博多を最前線の基地とし
て活用した。
文明年間には，博多には 1 万余戸の家が建っていたとされてい
る。1 万戸といえば，1 戸に 6 人が住んでいたと考えても，人
口 6 万になる。これはこの当時の日本の商業都市としては、例
外的な規模である。
このうようにして、玄界灘を介して朝鮮半島に面する博多は，
現在も過去もアジアの交通の要所として発展し、日本にとって
欠かせない大きな都市を築き上げてきたといえる。
3 博多と祭り
　戦火に見舞われ続け、食糧を生産しないがゆえに生活の自活
が不可能であり、強権をもたない都市であったのにもかかわら
ず、博多は商業都市として栄え続けた。その背景にあったのが
豪華絢爛な祭りであった。
その祭りは神を祀るという機能の他に、周囲の町村から人や物
資を吸引するための装置として機能していた。
それは農村にはない都市の魅力ないし魔力を最大限に引き立た
せるための装置であり，そのあざやかな色彩と音と行為と象徴
図 1.2016 年 走る飾り山 図 2. 明治時代の山笠
の充溢のうちに見物客を巻き込み，我を忘れて消費させるため
の練り上げられた仕組みに他ならなかった。その影響から博多
では古来から一年を通して様々な祭礼や行事が行われ、人々を
魅了し続けている。
本設計ではその博多の祭りにおいて最も代表的であり、2016
年にユネスコ無形文化遺産にも登録された博多祇園山笠に焦点
を絞り、設計を進めていくものとする。
3. 博多祇園山笠
この祭りは博多総鎮守・櫛田神社の祇園神に対する奉納神事で、
毎年 7 月 1 日から 7 月 15 日まで行われる。
最終日である 15 日の明朝には 7 つの組織がそれぞれ大きな山
笠を舁き、約 5km の巡行ルートを駆け抜け、そのタイムを計
測する追い山と呼ばれる行事があり、舁き手は 7000 人以上、
見物客は 300 万人を超える。
特に江戸時代末期から明治初頭にかけては、山笠の最盛期で高
さや飾り物を競いあった結果、約 16m もある巨大な山笠を舁
いていたと言われており、博多のどの場所からも見えたと言わ
れている。
　この豪華絢爛な山笠は、博多が都市として発展していく中で、
何度も柔軟に適応しながら伝統を受け継ぎ、廃止を免れ「見せ
る祭り」として博多の人々の誇りとなっていった。しかし、近
代に入り、交通網の急速な発達により博多は急激に栄えるよう
になり、巨大な建築群が今まで観戦する場所であった都市の余
白を埋め尽くし始めた。そして、人々は高層マンションに住み、
祭事の時は神社内の一角に無造作に設けられた一時的に有料の
観客席の取り合いを始めた。地元の祭りであったのにかかわら
ず、山笠が地元の人々から徐々に距離を置き始めたのである。
その結果、祭り参加者の内、地元住民が 2 割、残る 8 割は地
元外からの参加者にまでなっていた。山笠が口伝により伝統を
守ってきたという背景から、山笠の中核メンバーは地元住民で
あり、地元住民を抜きに山笠は存在しえない。今後の山笠を長
く後世にまで伝えていくには新たな都市像が必要になってくる
のではないかと考える。
りと共にある風景となるような円環状のアリーナ型建築を提案
する。そこでは人々の生活と祭りが密接に繋がり、かつて博多
がもっていた「博多らしさ」を取り戻すことを目標とする。
5. 設計
都市に余白のない今、建築に公共空間を持たせるべきだと考え
た。本設計では円環状ですり鉢状の建築の表面を開放すること
で櫛田神社のまわりを立体的な公共空間を設計する。祭事の時
は、観戦するための一つの一体的なアリーナ空間、日常的には
公園のような空間をこの場所が生まれる。
　さらに神社と神社の周りの都市の軸線の違いを建築に取り込
む。人々の日常生活に神社の軸線が交わることにより、祭りの
高揚感を再起させる。そして軸線の交わる部分が縦動線として
機能することで人々の立体的な動線を作る。
　階段屋根を使うことにより、日常的には人々のくつろぐ場所、
そして祭りの時は建築が群衆によって一つになり、祭りの熱気
を駆り立てる。観客と地域の人々が密接に関わりあい、新たな
コミュニティーのうまれる空間となる。
図 3. 神社の内に設けられた仮設の有料観客席 図 7. 観客席パースペクティブ
4. 敷地
　敷地は博多祇園山笠の総本山であり、博多の求心点でもある
櫛田神社。敷地は表には巨大な建築に囲まれ、裏には常に賑わ
いのある川端商店街がある。まわりの建築は神社に対し裏を向
いており神社との関係性は断たれている。本設計ではここに祭
設計 設計
図 4. 断面ダイアグラム
図 5. 神社軸線 図 6. 都市の軸線
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